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再生誘導医薬、細胞治療の研究・開発

① マウス脳梗塞モデルにおける再生誘導医薬の
治療効果

② パーキンソン病モデルサルの症状改善と
ドパミン神経細胞生着

　創薬や再生医療の研究開発に取り組み、副次的成果
として三次元力学刺激培養装置や脳梗塞等リスク検査
薬、乳癌再発リスク検査キットなど計５件の製品化を
実現し、平成26年度には3億円超の売上高を計上しま
した。

再生誘導医薬（脳梗塞治療薬）：5,000億円／年
パーキンソン病治療薬：4,000億円／年
マラリアワクチン：年間マラリア感染者２億人
　　　　　　　　（死亡６２万人以上）が投与対象

【研究成果】
　創薬、先端医療分野の研究開発に取り組み、これまでに２
種類のマラリアワクチン、がん治療薬、骨髄異形成症候群治
療薬など計8件の治験または臨床研究が実施され、着実に
実用化が進んでいます。

① 再生誘導医薬
　　大阪大学の玉井克人教授は、ベンチャー企業ジェノミッ
　クス社を設立し、ヒトが本来持つ生体組織の修復能力を最
　大限に引き出し、機能的な組織再生を誘導する画期的な
　医薬品の開発に取り組み、これまでに動物で有効性と安
　全性を確認、平成27年にヒトでの臨床試験を開始しまし
　た。マウス脳梗塞モデルを用いて再生誘導医薬の治療効
　果を調べたところ、生理食塩水を投与した対照マウスと異
　なり、瘢痕（ケロイド）を生じることなくきれいに組織再生
　していることがわかります。

② ヒトES細胞利用によるパーキンソン病細胞治療
　　京都大学の高橋淳教授は、カニクイザルおよびヒトES
　細胞からドパミン神経細胞を誘導し脳内に移植すること
　によって、パーキンソン病モデルサルの神経機能を改善さ
　せることに世界に先駆けて成功しました。また、神経系細
　胞のソーティングによって移植片の増大を防げることなど
　を明らかにしました。これらの成果をふまえて、現在、iPS
　細胞を用いた細胞移植の臨床研究に向けた準備を進めて
　います。

クラスター構想

　「国際的競争力を有するバイオクラスター」を目指して、世界最高水準のライフサイエンス研究基盤と日本最
大のバイオ産業の集積を生かし、創薬と先端医療を重点テーマとして、実用化研究等を活用した研究成果の実
用化・事業化支援を通じた「バイオメディカルチェーン」の充実、市民参画による先端医療イノベーション基盤や
安全・安心・高質な高度医療の提供システムの整備を通じた「メディカルイノベーションシステム」の構築に取り
組みます。

製品化実績等 今後の市場規模（見込み）等

関西広域バイオメディカルクラスター

参画機関（太字は核となる研究機関）
産…ジェノミディア、ジェノミックス、シスメックス、  
　　阪大微生物病研究会　ほか
学…大阪大学、京都大学、神戸大学、大阪府立大学、
　　大阪市立大学　ほか
官…医薬基盤研究所、理化学研究所　ほか
支援機関…千里ライフサイエンス振興財団、
　　　　　先端医療振興財団
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対照マウス 再生誘導医薬投与マウス

梗塞巣が壊死、脱落し瘢痕が生じている。瘢痕を生じることなく組織再生が見られる。
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実用化：98件、売上額13億円以上（Ｈ24.3時点）
①国際標準規格：
　4規格（IEC62878－1－1ほか）（H27.5時点）
②注射薬自動払出装置：
　売上額2億8,000万円（H27.3時点）

　平成27年の世界の医療用ロボット市場は約30億
ドル（約3,700億円）であり、平成30年には約64億ドル
（約7,800億円）に成長するといわれています。

【部品内蔵基板規格の国際標準化／医療用ロボット
  システムの研究開発】
　クラスターの研究成果である部品内蔵基板規格JPCA
－EB01－2011の製造と品質管理に関する規格が、国際
標準規格として国際電気標準会議（IEC）より発行されま
した。
　医療機関における医療事故の防止のため、病棟から返
品された注射薬の仕分け作業を高速・高精度で自動処理
する「注射薬自動払出装置」を製品化しました。

① 国際標準をめざす設計データフォーマットの研究
　　部品内蔵基板設計CADからのデータフォーマットを
　統一し、IECに提案し採択されました。「部品内蔵基板」の
　国際規格は世界初となります。この規格により厚みが従来
　の半分以下の基板製造が可能となるなど製品の小型・
　薄型化に向け国内メーカーの競争力強化に貢献します。

② 医療用高速・高精度ロボットシステムの研究開発
　　画像処理技術とロボット制御技術を応用して、バラ
　バラの状態で収納された注射薬から目的の薬品を自動
　でピッキングし、バーコードによる薬品チェック及び使
　用期限と製造番号の読取り後、仕分けする「注射薬自
　動払出装置」を製品化しました。本装置により、医療
　従事者の安全対策向上、業務の負担軽減、さらには注
　射薬のトレーサビリティが可能となり、取り揃えから返
　品までの完全自動化が実現します。

部品内蔵基板規格の国際標準化／
医療用ロボットシステムの研究開発

記者発表と国際標準規格原本
（左：小川洋福岡県知事、右：福岡大学友景肇教授）

① 世界初の国際標準規格として研究成果を世界に発信

② 注射薬自動払出装置
  （セントラルユニ製 AAD－VIRD
   オートアンプルディスペンサー）

参画機関（太字は核となる研究機関）
産…ウォルツ、セントラルユニ、キャッツ、
　　PicoCELA　ほか
学…九州大学、九州工業大学、　　　　　　
　　北九州市立大学、福岡大学、早稲田大学、
　　北九州工業高等専門学校　ほか
官…福岡県産業・科学技術振興財団、
　　北九州産業学術推進機構　ほか

●グローバル型（第Ⅱ期）（平成19年～23年度）

クラスター構想
　アジアにおける先端的システムLSI開発クラスターの形成を加速するために、これまでに培われたシステムLSI
開発基盤技術を最大限に活用し、重点戦略分野における先端的システムLSIの研究開発を行います。また、組込
みソフトウェア技術者養成を中心とした人材育成体制、半導体関連機関とのネットワークを活用した地域間連携
を強化し、先端的システムLSIの開発拠点化を図り、日本半導体復活の牽引役となる世界レベルのクラスターを構
築します。

製品化実績等 今後の市場規模（見込み）等

福岡先端システムLSI開発クラスター

福岡・北九州・飯塚地域

事業成果事業成果事業成果
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